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炭素質隕石母天体におけるダイヤモンドの形成過程

Diamond formation in the parent bodies of carbonaceous chondrites
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　星間分子雲中の星間塵は鉱物、星間有機物、氷からなる微粒子である。星間塵は惑星系の材料となった物質

であり、星間塵から微惑星が形成され、さらに微惑星から炭素質隕石母天体が形成されたと考えられる。炭素質隕

石母天体では、星間塵中の鉱物や星間有機物が水（氷が融解してできた）と反応する「水質変成作用」を受ける。

さらに、水質変成後、炭素質隕石母天体はさらに加熱され、水質変成を受けた鉱物や有機物は「熱変成作用」を受

ける。星間塵の炭素質隕石母天体での変成作用は、惑星材料物質の化学組成・構造に大きな影響を与えると考えら

れる。しかしながら、これまでは、鉱物に関する研究が中心であり、星間有機物の変成作用に関する研究は行われ

てこなかった。

　本研究では、炭素質隕石母天体での星間有機物の変成過程を明らかにするために、星間有機物のアナログ物

質を用いた水質・熱変成実験を行った。アナログ物質は、分子雲での有機物の生成過程を再現する実験で得られた

有機物の分析データをもとに、試薬を調合して作製した。水質変成は星間有機物のアナログ物質と水を 2:3 に混合

した試料（約 500 mg）をテフロン容器に封入し、ステンレス製高圧容器内で 7日間加熱（100℃,200℃）する実験

により再現した。熱変成は、水質変成実験後、－30 ℃で凍結乾燥させた試料約 30 mg を真空下で加熱（50－600 ℃）

することにより再現した。実験後、蒸発残渣の質量を測定し、元素分析計、赤外分光計、透過型電子顕微鏡、ラマ

ン分光計を用いて分析を行った。

　水質・熱変成実験から、100℃で水質変成をさせた試料を 400℃まで加熱した場合、Allende 隕石の C, N 含有

量をうまく説明でき、Allende 隕石が経験した母天体の最高加熱温度にもよく一致することがわかった。また、

200℃で水質変成をさせた場合、200-300℃の加熱で Orugeil 隕石の C, N 含有量を説明でき、Orugeil 隕石の水質・

熱変成の温度とよく一致することがわかった。さらに、600℃まで加熱した試料は、B-7904 隕石の C, N 含有量だ

けでなく、B-7904 隕石が経験した隕石母天体での加熱温度とも一致することが分かった。本研究により、炭素質

隕石中の有機物の C, N 含有量の違いは、有機物が受けた水質変成温度や熱変成温度を反映していることが分かっ

た。赤外分光計を用いた分析でも 200℃で水質変成をさせ 300℃まで加熱した試料は Orugeil 隕石中の有機物のス

ペクトルとよく一致することがわかった。さらに、透過型電子顕微鏡とラマン分光計を用いた分析から、200℃で

水質変成をさせた試料を加熱（200～400℃）すると、グラファイトやアモルファスカーボンの他にダイヤモンドが

形成されることを発見した。これまで、炭素質隕石中のダイヤモンドは太陽系外に起源を持つと考えられてきたが、

本研究により、炭素質隕石母天体がダイヤモンドの供給源になりうることが明らかになった。


